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野村ハイパーブル・ベア4 
（日本ハイパーブル4） 

償還運用報告書(全体版)
 

第２期（償還日2016年２月15日） 
 

作成対象期間（2015年２月14日～2016年２月15日） 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
このたび、約款の規定にもとづき償還決算を行い、償還価額が決定いたしました。 
ここに設定日から償還までの運用経過をご報告いたしますとともに、ご愛顧に対し厚く御礼
申し上げます。 

 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式／特殊型（ブル・ベア型） 

信 託 期 間 2014年２月28日から2016年２月15日までです。 

運 用 方 針 
わが国の株価指数先物取引を積極的に活用し、日々の基準価額の値動きがわが国の株式市場全体の日々の値動きの概ね2.5倍程度とな
る投資成果を目指して運用を行います。 

主な投資対象 円建ての短期公社債等の短期有価証券を主要投資対象とし、株価指数先物取引を主要取引対象とします。 

主な投資制限 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建て資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として利子・配当等収益等を中心に基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設
けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

株   式
組 入 比 率

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 銭 円 ％ ％ ％ 百万円

2014年２月28日 10,000    － － － － 100

１期(2015年２月13日) 15,404    0 54.0 － 249.0 51,690

(償還時) (償還価額)  

２期(2016年２月15日) 10,560.81 － △31.4 － － 1,503
 
＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは、日々の基準価額の値動きがわが国の株式市場全体の値動きの概ね2.5倍程度となることを目指して運用を行うため、ベンチ

マーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式
先 物 比 率 騰 落 率

(期  首) 円 銭 ％ ％ ％

2015年２月13日 15,404   － － 249.0

２月末 17,293   12.3 － 257.9

３月末 18,325   19.0 － 252.0

４月末 18,959   23.1 － 285.3

５月末 21,548   39.9 － 260.2

６月末 20,562   33.5 － 268.0

７月末 21,280   38.1 － 248.8

８月末 16,733   8.6 － 255.2

９月末 13,546   △12.1 － 250.9

10月末 16,989   10.3 － 252.4

11月末 18,429   19.6 － 248.6

12月末 16,703   8.4 － 249.1

2016年１月末 13,481   △12.5 － 238.6

(償還時) (償還価額)  

2016年２月15日 10,560.81 △31.4 － －
 
＊騰落率は期首比です。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2015年２月13日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、期首15,404円から期末10,560.81円に4,843.19円の値下がりになりました。 

 

日々の基準価額の値動きがわが国の株式市場全体の日々の値動きの概ね2.5倍程度となる投

資成果を目指して運用を行いました。 
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○投資環境 

期首から、世界的な金融緩和が継続していること、円安進行や中国の追加利上げを背景に、

国内景気回復への期待感が膨らみ、株式市場は上昇しました。割安感の低下や、利益確定売り

圧力の高まりから一時下落する局面があったものの、一段と円安が進んだことを受け、市場は

2015年５月末まで上昇が続きました。 

 

６月以降は、米国の利上げに対する見方や、ギリシャの債務問題の進展状況、中国株式市場

の急落などを巡り、一進一退の展開となりました。８月中旬以降は、中国や新興国への景気減

速懸念が高まったことや、為替が円高に進行したことが企業収益への不安につながり下落しま

したが、10月以降は、中国経済への懸念が後退したことや世界的な金融緩和が長期化するとの

期待感から、国内相場を押し上げました。 

 

12月以降は、中国経済への懸念が再び高まったこと、商品市況の低迷、地政学リスクの顕著

化や原油価格下落などを背景とした世界的な株安が進行したこと、為替が円高に進行したこと

などを受けて、株式市場は下落しました。 

 

 
 

○当ファンドのポートフォリオ 

国内の短期金融商品を組み入れると共に、日経平均株価指数先物取引を活用して日々の買建

比率を250％前後に維持するように運用してまいりました。設定・解約がある場合は、設定金

額と解約金額の差額分に対して、原則として、当日中に日経平均株価指数先物取引により対応

を行ないました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは、日々の基準価額の値動きがわ

が国の株式市場全体の値動きの概ね2.5倍程度

となることを目指して運用を行うため、ベンチ

マーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

償還のため分配は行いませんでした。 

 

 

◎設定来の運用経過 
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○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、設定時10,000円が償還時10,560.81円となりました。設定来のお支払した分配金

は１万口当たり０円となりました。 

 

第１期（2014年２月28日～2015年２月13日） 

設定時から2014年４月にかけては、新興国経済への不安、米経済指標の悪化、中国景気の減

速指標から、株式市場は下落しました。 

 

５月以降は、中国の景気指標の改善や米国株式市場の上昇などを好感したこと、政府の成長

戦略への期待感が広がったことなどから再び上昇し、10月上旬に世界景気の先行き不透明感や

米国内でのエボラ出血熱の感染拡大が懸念されたことから一時下落する局面があったものの、

同月末に日銀が追加金融緩和を決定したことから上昇に転じました。2015年に入り、原油安や

ギリシャ政局の不透明感を背景に下落しましたが、ECB（欧州中央銀行）の量的金融緩和導入

を受け、上昇しました。 

 

基準価額は10,000円から15,404円に上昇しました。 

 

第２期（2015年２月14日～2016年２月15日） 

期首から、世界的な金融緩和が継続していること、円安進行や中国の追加利上げを背景に、

国内景気回復への期待感が膨らみ、株式市場は上昇しました。割安感の低下や、利益確定売り

圧力の高まりから一時下落する局面があったものの、一段と円安が進んだことを受け、市場は

2015年５月末まで上昇が続きました。 

 

６月以降は、米国の利上げに対する見方や、ギリシャの債務問題の進展状況、中国株式市場

の急落などを巡り、一進一退の展開となりました。８月中旬以降は、中国や新興国への景気減

速懸念が高まったことや、為替が円高に進行したことが企業収益への不安につながり下落しま

したが、10月以降は、中国経済への懸念が後退したことや世界的な金融緩和が長期化するとの

期待感から、国内相場を押し上げました。 

 

12月以降は、中国経済への懸念が再び高まったこと、商品市況の低迷、地政学リスクの顕著

化や原油価格下落などを背景とした世界的な株安が進行したこと、為替が円高に進行したこと

などを受けて、株式市場は下落しました。 

 

基準価額は15,404円から10,560.81円に下落しました。 
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○１万口当たりの費用明細 (2015年２月14日～2016年２月15日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 197  1.108 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 83)  (0.467) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (106)  (0.597) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.043) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 13   0.070  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 13)  (0.070)  

（c） そ の 他 費 用 1   0.003  (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 211   1.181   

期中の平均基準価額は、17,820円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2015年２月14日～2016年２月15日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

国 
内 

 千円 千円 
国債証券 9,819,192,822 9,857,490,250 

 
＊金額は受け渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

＊単位未満は切り捨て。 

 

  

公社債 
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○派生商品の取引状況等 (2015年２月14日～2016年２月15日) 

 

銘 柄 別 
買 建 売 建 当 期 末 評 価 額 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 
評 価
損 益

国 
内 

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 日経２２５ 1,083,258 1,208,467 － － － － － 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2015年２月14日～2016年２月15日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式先物取引 1,083,258 1,083,258 100.0 1,208,467 1,208,467 100.0

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 44,099千円
うち利害関係人への支払額（B） 44,099千円

（B）／（A） 100.0％  
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村

證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2016年２月15日現在) 

 

 2016年２月15日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

○投資信託財産の構成 (2016年２月15日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

コール・ローン等、その他 6,125,714 100.0

投資信託財産総額 6,125,714 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。   

先物取引の銘柄別取引・残高状況 

利害関係人との取引状況 



品 名：90001_140583_002_03_野村ハイパーブル・ベア 4（日本ハイパーブル 4）_620903.docx 

日 時：2016/3/15 9:20:00 

ページ：8 

 

－ 8 － 

野村ハイパーブル・ベア4（日本ハイパーブル4）

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2016年２月15日現在) 

項 目 償 還 時 

  円

(A) 資産 6,125,714,891  

 コール・ローン等 6,125,705,033  

 未収利息 9,858  

(B) 負債 4,621,908,443  

 未払解約金 4,259,143,412  

 未払信託報酬 361,701,269  

 その他未払費用 1,063,762  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,503,806,448  

 元本 1,423,950,000  

 償還差益金 79,856,448  

(D) 受益権総口数 1,423,950,000口

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 10,560円81銭
 

（注）期首元本額33,555百万円、期中追加設定元本額186,797百万円、

期中一部解約元本額218,928百万円、計算口数当たり純資産額

10,560.81円。 
 

○損益の状況 (2015年２月14日～2016年２月15日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 8,579,610  

 受取利息 8,579,610  

(B) 有価証券売買損益 181  

 売買益 △        31,695  

 売買損 31,876  

(C) 先物取引等取引損益 △   367,000,993  

 取引益 30,690,416,145  

 取引損 △31,057,417,138  

(D) 信託報酬等 △   675,444,166  

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △ 1,033,865,368  

(F) 前期繰越損益金 438,597  

(G) 追加信託差損益金 1,113,283,219  

 (配当等相当額) (     179,871,485) 

 (売買損益相当額) (     933,411,734) 

 償還差益金(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 79,856,448  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引

損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2014年２月28日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2016年２月15日 資 産 総 額 6,125,714,891円

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託
負 債 総 額 4,621,908,443円

純 資 産 総 額 1,503,806,448円

受益権口数 100,000,000口 1,423,950,000口 1,323,950,000口 受 益 権 口 数 1,423,950,000口

元 本 額 100,000,000円 1,423,950,000円 1,323,950,000円 １万口当たり償還金 10,560円81銭

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 33,555,320,000円 51,690,174,974円 15,404円 0円 0％
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野村ハイパーブル・ベア4（日本ハイパーブル4）

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 10,560円81銭 
 
 
 

○お知らせ 

①デリバティブ取引等に係る投資制限に関する所要の約款変更を行いました。 

  ＜変更適用日：2015年４月24日＞ 

 

②有価証券の指図範囲に新投資口予約権証券を加える所要の約款変更を行いました。 

  ＜変更適用日：2015年８月３日＞ 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2011 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /None
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /FlateEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <FEFF004e0049004b004b004500490020005000520049004e00540049004e004700200049004e0043002e00200020000d0066006f0072002000410064006f006200650020004300720065006100740069007600650020005300750069007400650020007300650072006900650073ff08004300539664304fff0900200020000d5370523775280050004400464f5c62106642306b900f660e30924fdd63013059308b30d730ea30bb30c330c8306730593002ff080076006500720033002e0030ff0900200020000d203b00440069007300740069006c006c006500723067306f900f660e306f4fdd63013055308c307e305b30933002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides true
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks true
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks true
      /AddPageInfo true
      /AddRegMarks true
      /BleedOffset [
        8.503940
        8.503940
        8.503940
        8.503940
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.250000
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


